
SC6D0N1 AIO かんたんスタートガイド エンコーダーと各機器の接続と設定、VLC プレイヤー（フリーウェア）PCソフトでのストリーミング受信再生までを説明しています。

接続をします1
1.梱包品を確認

□エンコーダー本体

□ACアダプター

□VGA - DVI変換コネクタ

□オーディオ変換ケーブル

□取扱説明書

２.別途ご用意ください。

□USB-HUB □USBキーボード □USBマウス □LANケーブル

□モニター&HDMIケーブル □カメラ等の映像出力機
& ビデオケーブル

3.各機器の接続とネットワーク環境の確認

ご利用されるネットワーク環境を事前にご確認ください。

ネットワークHUBのみで運用される場合は、任意の固定IPを設定

します。また企業や組織内でDHCPサーバーやBBルーターの有る

ローカルエリアネットワークに接続する場合は、初期設定時に

DHCPサーバーから自動取得するIPアドレスを一時的に利用する

ことはできますが、継続的な運用には固定のIPアドレスが必要です。

固定IPアドレスの払い出しをネットワーク管理者にご依頼ください。

またYouTubeの運用などで外部のインターネットに接続する場合

はBBルーターから必要な情報を取得しておいてください。

（エンコーダーのDefault Gatewayに設定します。）

※ 詳しくはネットワーク管理者の方にお問い合わせください。

マウス、モニター、ビデオカメラ、各ケーブルを接続してください。
DHCPサーバーがある構内ネットワークのHUBにエンコーダーを
LANケーブルで接続してください。

ネットワークHUB

DHCP
サーバー

ネットワーク
HUBに接続

LANケーブル

USB HDMI HDMI OUT

マウスを接続 ビデオカメラと接続 モニターに接続

ACアダプター

2 IPアドレスの確認と設定

SC6D0N1 AIOの起動後、モニター上でマウスを右クリックすると
設定画面が表示されます。左メニュー「NetWork」を選択してIPア
ドレスがDHCPサーバーから割り当てられたことを確認します。

Network Settings

DHCP

Enable

Network Status

Host IP Address

このIPアドレスを控えておいてください。

「Network Settings」の「DHCP」が 「Enable（有効）」を
確認したうえで、「Network Status」の「Host IP Address」に
表示されているIPアドレスが振り出されたIPアドレスとなります。

192.168.1.200

Network

［DHCPサーバーが無いネットワーク環境に接続する場合］

USB-HUBを前面USBコネクタに挿して、マウスとキーボードを接続

してください。モニター上でマウスを右クリックすると、管理画面が表示

されますので、左メニューにある「NetWork」を選択して、画面中の

「Network Setting」に固定IPアドレスの設定をします。

［DHCPサーバーが有るネットワーク環境に接続する場合］

Disable

192.168.1.100

255.255.255.0

×.×.×.×

「Network Settings」の「DHCP」を
「Disable(無効)」にして、その下
「Static IP」、「Subnet Mask」に

任意の固定IPを設定してください。
例）Static IP：192.168.1.100

Subnet Mask：255.255.255.0

※ Default Gateway：×.×.×.×
BBルータが無い環境の例 0.0.0.0

2.PCからの設定
さらにエンコーダー同じIPセグメントに設定したPCをネットワーク
（HUBなど）に接続して、PCから設定をすることができます。

初期ログイン User Name → admin

Password    → 0000

PCのWebブラウザから 先ほど確認した、または設定したエンコーダー
の固定IPアドレスを直接入力するとコンソール画面のログイン入力が
表示されますので、初期出荷の状態では上記青枠内の英数字を入
力するとログインできます。

※初期Password 必ず変更してください。初期パスワードでは
Webコンソールから設定を正しく行うことができません。

正常にログインできると管理画面が表示されます。
次にストリーミング配信のための各項目の設定をします。

3 各種項目の設定 4
1.入力ソースの設定

1 2ソース

入力を確定して「設定」を
マウスでクリックしください。

設定

SC6D0N1 AIO

前面 背面

2.エンコーダーの設定

左メニュー「エンコーダー」を選択して、先ほど設定した入力ソースの

エンコード設定を行います。メインエンコーダーとサブエンコーダーがあり、

2種類のエンコードモードを設定できます。

以下は、メインエンコーダーについてのおもな設定例を示しています。

＞「解像度」 エンコードする際の解像度を設定します。

＞「フレームレート」 エンコードする際のフレームレートを設定します。

＞「タイプ」 H.264 もしくは H.265のエンコードタイプを設定します。

＞「ビットレート」エンコードする際のビットレートを設定します。

＞「GOP」 Group of Pictureの値を設定します。

エンコーダー
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設定

H.264

以下は通常は既定値のままで、必要な場合にのみ設定してください。

＞「プロファイル」 メイン、ハイ、ベースラインの3種類あります。

ベースラインはエントロピーをCAVLCに設定した際に設定できます。

＞「レベル」 レベル1からレベル5.1まで、16段階あります。

＞「エントロピー」 CAVLC と CABAC の2種類あります。

＞「クロップ」 指定位置左上を頂点として指定した幅と高さの映像を

切り出します。

1.ストリーミングの設定
左メニュー「ストリーミング」を選択し、以下の例で各項目を設定して

「ストリーミング開始」をマウスでクリックして、再生URLを確認します。

こちらもメインエンコーダーのストリーミング設定例を示しています。

1

設定完了とPCで視聴

＞ストリームタイプ → RTSP

＞RTSPポート番号 → 既定値

＞HTTPポート番号 → 既定値

＞アカウント → 既定値（root）

＞パスワード → 既定値（root）

＞セッション名 → 既定値

（session0.mpg）

＞マルチキャスト → 無効

＞コンテンツ設定 → ビデオとオーディオ

＞再生URL → この記述を控えてください。

次の視聴ソフトの設定で転写します。

RTSP

session0.mpg

rtsp://root:root@192.168.1.200:554/session0.mpg

ストリーミング

2. VLC（ストリーム受信再生ソフト）でPC視聴

「ネットワーク」-「ネットワークURLを

入力してください」に、控えた再生

URLの記述を転写して、

「再生ボタン(P)」をマウスで

クリックしてください。

ストリーミング映像が表示されます。

フリーウェアのメディアプレイヤーソフト「VLC media player」を
ダウンロードして エンコーダーと同じIPセグメントのPCにインストールして
ください。 VLC オフィシャルサイト
>https://www.videolan.org/index.ja.html 
※VLCはフリーソフトウェアですのでノンサポートです。

「VLC media player」を 起動して
ライブエンコーダ―の登録をします。
「メディア(M)」の「ネットワークストリームを開く(N)」

をマウスでクリックしてください。

再生URL

無効

ビデオとオーディオ

1.IPアドレスを確認

ネットワーク
HUB

左メニュー「ソース」を選択して以下の画面を表示します。
入力１は10種類、入力２は5種類の入力系統があります。
以下は入力１にHDMIの入力ソースを選択している例です。

日本語表示に切り替え
日本語

ストリーム開始 マウスでクリック

※ ネットワーク管理者から払い出された固定IPで、インターネットに接続する
環境の場合は、Default Gateway にBBルーターの情報が必要です。



SC6D0N1 AIO かんたんスタートガイドご利用例 YouTube 配信 / オンライン授業

YouTubeライブ配信5 オンライン授業6
DHCPサーバーが有り、インターネットに接続可能なネットワーク環境
にエンコーダーとPCを接続して、 ～ -「1.PCからの設定」及び

-「1.入力ソースの設定」を参考に、PCで設定を進めてください。

有効

192.168.11.55

1 2

エンコーダー

左メニュー「エンコーダ」から
「メインエンコーダ」を選択します。
一般的なビデオカメラの入力であれば、
「解像度」、「フレームレート」は入力
ソースと同じにしてください。

「タイプ」は「H.264」または
「H.265」のどちらかを選んでください。
H.265はH.264に比べて、同じ画質
相当のビットレートで配信可能です。

ビットレートの設定は4Mを参考にして、
画質調整をしてください。
数字が大きいほど画質は向上しますが
上りのネットワーク負荷も大きくなります。

H.264

タイプ

次にPCでYouTubeへの接続設定を行います。

GoogleアカウントでログインしてYouTubeサイトを表示します。

YouTube設定画面は予告なく変更になることがあります。（↓2021年1月の画面）

カメラのアイコンからプルダウンで「ライブ配信を開始」をマウスでクリック
すると、初めてライブ配信をする場合、以下の画面で進めてください。

新しいエンコーダ配信 の設定

[タイトル] を入力します。

（例）MEDIAEDGE Live! 

[公開]（選択:公開/限定公開/非公開）

[説明]（ライブの説明をテキスト入力）

[ブログ]（様々なカテゴリー選択します。）

[視聴者]子ども向け /子ども向けではない

子ども向けでない場合は年齢制限を設定

できます。

[カスタムサムネールをアップロード]

（任意の静止画を表示できます。）

以上を入力して

「保存」をマウスでクリックしてください。

エンコーダーの「ストリーミング」設定画面で
「ストリームタイプ」を「RTMP」に設定した
後に表れる「RTMP URL」に の
[ストリームキー（エンコーダに貼り付け）]
[ストリームURL] の情報をそれぞれコピー
して転写してください。
（途中に / を入れてください。）

rtmp://a.rtmp.youtube.com/live2/x77j-9eq5-vcga-32et-7ued

/
スラッシュを間に

入れます。

RTMP

RTMP URL

ストリームキー

ストリームURL

ストリームキー（エンコーダ）

動画共有サイト（YouTube）にライブ映像を公開

ストリーミング設定画面の右下にある[ストリーミング開始]ボタンをマウスでクリックして

ください。 ストリーミング開始

で 「接続状態は良好」の

メッセージと、プレビュー画面が表示されれば

準備完了です。

をマウスでクリックすると

動画映像が公開配信されます。

ライブ配信を開始
接続状態は良好

動画共有サイト（YouTube）に映像を配信しながら同時録画

SC6D0N1 AIOの前面USBコネクターに、メモリーやハードディスク等のストレージを

接続して、管理画面の左メニュー「レコーダー」を選択します。

「ファイル名」は既定値で

CH1（チャンネル１）

MAIN（メインエンコーダー）

西暦月日_時分秒_ミリ秒
を自動命名します。

タイプ：録画ファイル形式や
録画時間、ビデオ＋オーディオ
、ビデオのみ、映像のみ
の各項目を設定して
「設定」ボタンをマウスクリック
します。

レコーダー

設定

画面右の「録画開始」ボタンをマウスで
クリックすると録画を開始します。止める場合は
「録画停止」ボタンをマウスでクリックしてください。

デフォルト

録画開始

※ HDMI → SDIコンバータ
VPC-HS3STD 

¥14,800

ローカルエリア
ネットワーク

SDIHDMI

SC6D0N1 AIO のHDMI入力とSDI入力で２画面の合成映像をネットワーク配信します。SDIカメラがあればそのまま入力できますが、
上記の例ではHDMI出力のビオカメラをHDMI → SDI変換のビデオコンバータを使ってSDIに入力しています。

1.ソースの設定

2.PGM（合成画面）の設定

ソース１はHDMIを選択、ソース２はSDIを選択します。

ソース ソース1 2

PGMのピクチャインピクチャモードを選択して、ソース１とソース２の
指定をします。以下の例は、HDMI映像をウィンドウ１（背景）と
してSDI映像をウィンドウ2（枠内）として設定しています。

SDI映像の表示位置と領域サイズを
座標の数字で設定します。

3.ピクチャインピクチャ 仕様

0.0

y

x

x

y

左上を起点（x=0 、y=0）
としてピクチャインピクチャの
画像位置はHD:1920×1080
のフルスクリーン画面の範囲で
自由に設定できますが、
一部でも領域外にはみ出す
設定（赤枠）はできません。

0.0 ピクチャインピクチャ領域サイズは
左上x=0、y=0とした場合、
最小128×32

～最大1920×1080
の範囲で設定できますが、
一部でも領域外にはみ出す
設定（赤枠）はできません。

4.PGMのエンコーダー設定

5.PGMのストリーミング設定

エンコーダー

エンコーダー設定画面のPGMチャンネルを選択して設定します。

-「2.エンコーダーの設定」を参考に、
各項目を設定してください。

3

-「1.ストリーミングの設定」を参考に、
各項目を設定してください。

ストリーミング開始ボタンをマウスでクリックし
て表示される「再生URL」の記述を控えて
PC視聴ソフトの設定で転写します。

4

ストリーミング設定画面のPGMチャンネルを選択して設定します。

ストリーミング

6.PCで講義映像をライブ視聴

4

～教材(PC)画像と講師の動画を合成して
高画質、高音質で配信～

-「2.VLC（ストリーム受信再生ソフト）でPC
視聴」を参考に、画面合成の映像が受信再生が
できることを確認してください。

クラウドサービスを利用して自宅でのオンライン授業

インターネットMMDS

クラウド

MEDIAEDGE MMDSクラウドサービスを使うと、インターネット環境で
講義映像を自宅でオンライン受講することができます。
PCやMAC、スマホやタブレットのWebブラウザで視聴可能で、
ライブだけでなく、録画した講義映像をVODで視聴することもできます。

MMDSクラウドサービスのご利用には、初期費用と月々のご利用料金
が必要です。
詳細は以下のMEDIAEDGEホームページをご参照ください。

＞https://www.mediaedge.co.jp/product/17272

PGM

教材のPC画像を背景に
講師動画を合成表示

ライブ配信にはYouTubeアカウントが必要です。

開始をクリック 選択をクリック

保存

MEDIAEDGE Live!

3


